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区のお知らせ

第564 号( 1)

足 立 区
編集　 企 画 部 広 報 課
足立区千住一丁目4- 18

( 882) 1111
第二庁舎　　( 889) 6161

人口面 積( 56. 12. 1)

世 帯　212, 084
人 口　627, 121

男　317, 293
女　309, 828

面積　53. 25k㎡
人口密度　11, 777人/ k㎡

賀
正

題
字・
足立区
長
書

足立区長
古 性　 直

区
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
琿
や
か
し

い
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

私
は
、
区
艮
に
就
任
し
て
二
度
目
の
新
年
を
迎
え

ま
し
た
か
、
園
、
地
方
自
治
体
を
通
じ
て
、
行
政
改

革
、
き
ぴ
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
区
民
の
皆
き
ま

と
共
に
、
足
立
区
基
本
計
向
に
も
と
づ
く
「
訓
和
の

と
れ
た
心
豐
か
な
住
み
よ
い
足
茫
」
の
実
現
を
目
指

し
て
、
心
を
新
た
に
進
展
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
昭
和
七
年
に
南
足
立
郡
か
ら
足
立

区
と
な
っ
て
五
十
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
節
目
に
あ

た
り
で
区
民
各
嘔
か
ら
な
る
記
念
事
業
区
民
会
議
に

よ
り
、
将
来
に
向
け
て
、
花
が
咲
き
、
実
を
結
ぶ
よ

う
な
全
区
民
を
挙
げ
て
の
記
念
事
業
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
ご
案
内
の
よ
う
に
、
由
緒

あ
る
足
色
の
八
色
桜
復
活
に
つ
き
ま
し
て
も
、
公
圍

学
校
等
に
記
念
植
樹
の
予
定
で
す
。
区
民
の
皆
さ
ん

の
記
念
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加
と
区
政
へ
の
ご
協

力
を
切
に
お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
多
幸
を
お

祈
り
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

足 立区議 会議長

藤 木 二 幸

新
春
を
む
か
え
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
を
心

か
ら
お
よ
ろ
こ
び
い
た
し
ま
す
。

区
議
会
は
、
区
民
の
意
見
を
反
映
し
、
区
民
の
立

場
に
た
っ
て
区
民
の
意
思
を
決
定
す
る
機
関
で
す
。

議
会
を
構
成
す
る
議
貝
は
、
皆
さ
ん
か
ら
選
ば
れ

て
、
り
っ
ぱ
な
足
立
区
、
す
ば
ら
し
い
足
立
区
を
つ

く
り
あ
げ
よ
う
と
。
去
年
も
、
党
派
を
こ
え
て
努
力

を
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
。

い
ま
、
区
が
市
な
み
に
独
立
す
る
た
め
に
、
身
近

な
し
ご
と
は
、
都
か
ら
区
に
移
管
し
よ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
立
で
き
る
財
政
を
確

保
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
こ
と
し
の
人
き
な
課
題
で
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
も
、
譲
会
に
た
く
さ

ん
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
区
民
か
ら
「
信
頼
さ
れ
る
譲
会
」
と
し
て

要
望
の
一
つ
ひ
と
つ
を
皆
さ
ん
の
立
場
に
た
っ
て
、

解
決
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
譲
員
も
皆
さ
ん

の
信
頼
に
応
え
て
、
こ
と
し
も
頑
張
り
ま
す
。

皆
さ
ん
。こ
と
し
も
議
会
に
期
待
し
て
く
だ
さ
い
。
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家族防災ゲーム

家族みんなで遊びましょう

ある日 突然、グラッ ときたらど んな人でも

びっくり し、あオつてます。普段から 、防災に

ついて気をつけていれば、ちよっとし たこと

で被害も少なく てすみます。そこ で、ゲーム

を通じ て防災の心がまえを身につ けましよう。

遊び方
○ スタ ート から ひだり へ進

み、早く ゴールに 着いた

人 が勝ち

○ サイコロ を振り 、 出た目

だけ進む

○ 防 災標語 の上に止ったら 、

内の段の ○ 印 まで進む

○ な まずの 上に止っ たら 、

外の段の( E) 印までも どる

○ 防災標語 の上に止ら ない

場合は、同じ ところ を回

る
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葦立から足立へ

足
立
の
歴
史
を
再
発
見

広
報
映
画
試
写
会

広
報
映
画

。私
た
ち
の
足
立
'
シ

リ
ー
ズ
の
第
九
作
目
「
蕭
立
か
ら
足

立
へ
」
が
、
こ
の
ほ
£

九
成
し
ま
し

た
。こ

の
映
画
は
。
都
市
化
が
急
速
に

進
む
う
ち
に
、
私
た
ち
の
足
立
区
は

今
唏
区
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
の

で
、
こ
れ
を
機
会
に
、
区
の
過
去
、

現
在
を
再
発
見
し
、
未
来
の
足
立
区

の
発
展
を
、
区
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

映
画
は
、
単
な
る
足
立
の
歴
史
の

紹
介
に
と
ど
ま
ら
ず
、
区
民
参
加
の

う
ち
に
、
区
内
各
地
区
に
お
け
る
先

人
た
ち
の
生
活
や
、
現
在
住
ん
で
い

る
人
た
ち
の
生
活
の
よ
う
す
を
紹

介
し

、
人
間
社
会
の
歩
み
を
詩
嘴

豊
か
に
、
そ
し
て
、
ダ
イ
ナ
ミ
″

ク
に
描
い
て
あ
り
ま
す
。
あ
な
た

が
、
ま
た
あ
な
た
の
知
っ
て
い
る

人
が
出
演
し
て
い
ま
す
。

ご
家
族
や
ご
近
所
の
方
と
、
ぜ

ひ
I
宦
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

試
写
会
日
時
・
場
所
　
▼
第
一
回

二

一
月
六
日
(
上
)
午
後
二
時

産
巣
振
興
館
　
▼
第
二
回
…
二

月
十
三
日
(
土
)
午
匱
二
時

竹
の
褫
社
会
教
育
館

広
報
映
画
　
1
6
S
カ
ラ
ー
三
十
分

問
合
せ
先
　
広
報
課

入賞者決定! !

公害防止・環境保全

ポスターコンクール

公
害
を
防
止
し
、
緑
化
推
進
を
呼

び
か
け
る
足
立
区
中
学
生
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
が
、
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ

ま
し
た
。
に
募
作
品
一
、〇
八
五
点
を

惧
嗷
に
審
査
し
た
結
果
、
次
の
方
々

の
人
賞
が
決
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
人
賞
作
品
は
、
一
月
ニ
ヤ

日
(
水
)
か
ら
一
月
一
不
五
日
(
月
)

ま
で
、
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
に
て
展

示
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。(敬
称
略
)

<
公
害
の
部
>

区
長
賞
…
津
田
純
(
東
綾
瀬
中
)

金
賞
…
橋
本
成
明
「
」r
丘
中
)
山

崎
恵
(
四
中
)

銀
賞
…
岡
安
昭
知
(
江
南
中
)
逸

見
陽
子
(
粢
綾
瀬
中
)

車
囹
れ

い
子
(
伊
興
中
)

光
成
花
名
子
(

花
畑
巾
)

曽
根
純
子
(
江
南

中
)

共
田
恵
淑
・
渡
部
健
(
柬

綾
瀬
中
)

銅
賞
…
飛
田
憲
子
・
阿
部
政
子
・

室
井
亜
由
美
(
竹
の
塚
中
)
佐

藤
美
穂
・
彦
根
丈
助
・
栗
山
康
介

(
上
(
中
)
牧
恵
美
子
(
十
四

中
)

山
梨
黴
(
蒲
原
中
)

手

島
誠
・
井
出
真
理
子
(
嘶
綾
瀬
中
)

豊
田
膊
成
(
九
中
)

船
津
歩
(

伊
興
中
)

河
北
浩
二
・
飯
田
鄙

恵
(
十
中
)

長
谷
川
恵
三
(
江

南
中
)

<
緑
化
の
部
>

区
長
賞
…
田
村
優
子
(
七
(
中
)

金
賞
…
小
島
竜
一
(
東
綾
瀬
中
)

大
西
孝
枝
(
t
(
中
)

銀
賞…
石
橋
敬
子
・
青
山
エ
イ
子

・

佐
々

木
み

つ
(

江

南

中
)

斃

崎
由

里

子
(

花

畑
北

中
)

塚
田

哲
(
'
四
新
井

中
)

牧

恵
美

子
(

卜
四

中
)

長

谷
川

明

美
(

卜

六

中
)

銅
賞…
安
冏
由
美
子
・
霜
田
弘
子

・
稲

垣

慶
三
(

七
(

中
)

松
浦

玲
・

鈴

木

雅
之
(

東

島

根
中
)

佐
藤

亮
子

・
市
川

夏

代
(

西

新
井

中
)

本

間
康

之
(

花

畑
中
)

南
部

安

夫
(

八

中
)

岩
崎

聡
子

・
三

沢

照

美
(

蒲
原

中
)

小

師

利
之
(

竹
の

褫

中
)
1

藥

勇

一
(

江

南

中
)

膊

箭
祐

佳
里
(

卜

中
)

金
子

基

志
(

柬

綾
瀬

中
)

社会人としてのスタート

成人 の集 い に

参加しましょう

お
め
で
と
う
、
二
十
歳
。
民
法
第

J二
条「
満
ニ
ト
歳
ヲ
以
テ
成
年
ト
ス
」

と
定
め
て
お
り
'
a
律
上
、
独
立
の

社
会
人
と
し
て
の
地
位
が
与
え
ら
れ

ま
す
。

ニ
ト
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん
、
き
一
f

は
、
一
人
前
の
大
人
と
し
て
、
ま
た
、

一
人
の
社
会
人
と
し
て
、
新
し
り

門

出
'
の
年
で
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
こ
の
一
年
間

に
成
人
に
な
ら
れ
た
方
を
対
象
に
、

「
成
人
の
集
い
」
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

成
人
に
な
ら
れ
た
方
に
は
。
年
賀

状
で
ご
案
内
し
ま
し
た
の
で
、
当
日

案
内
状
を
ご
持
参
の
う
え
、
会
場
へ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

期
日
　
一
月
t
五
日
(
金
)

会
場
・
時
間
・
対
象
出
張
所
管
内

(
1
)
産
業
振
興
館
…
午
前
卜
時
三
卜

分
～
止
午
(
常
柬
、
第
三
、
第
四
、

第
丘
、
第
卜
二
、
第
ニ
ト
出
張
所

管
内
の
方
)

(
2
)
文
化
会
館
…
午
前
卜
時
三
卜
分
～

正
午
(
第
六
、第
卜
、第
ト
ー
、

第
十
七
、第
十
八
、第
卜
九
、臾

綾
瀬
、
柬
栗
原
、
花
畑
、
伸
明
出

張
所
管
内
の
方
)

(
3
)
文
化
会
館
…
午
後
一
時
三
卜
分

と
二
時
(
第
じ
。
第
八
、
第
九
、

第
卜
三
、
第
卜
四
、
第
卜
五
、
第

士
(

、
麗
浜
出
張
所
管
内
の
方
)

対
象
　
昭
和
三
上
(
年
四
月
二
日
～

昭
和
三
十
七
年
四
月
一
日
に
生
ま

れ
た
方

記
念
講
演

(
1
)
会
助
…
山
本
雄
二
氏
(
D
J
、

司
会
)

(
2
)
会
學
…
楠
本
憲
吉
氏
(
俳
人
)

(
3
)
会
場
…
謀
沢
秀
夫
氏
(
学
習

院
大
学
教
授
)

※
な
お
、
各
会
場
と
も
駐
車
崩
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の
ご
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
文
化
係

新
春
か
ら
み
ん
な
で
参
加

ス
ポ
ー
ツ
ダ
ッ
シ
ュ

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
事
業
案
内

□
コ
ロ
ン
・
コ
ロ
ン
コ
ー
ス

日

時
　

二

月
卜

二

日

占

一
月
ニ

ト

六
日

の
毎

週

金

曜
日

、
午

後

四

時

～
丘
時

内

容
　

柔
道

の
受

け

身

を
中

心

と

し

た

軽
運

動

対
象
　

丘
歳

児
1

小

学
生

定
員
　

丘
卜

名

費
用
　
荅
回
日
円

オ

リ

エ
ン

テ
ー
シ

ョ
ン
　

二

月
五

凵
(

全一
)

午

後
四

時

か
ら

※
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
保
護

者
の

方

が
出

席
し

て

く
だ

さ
い

。

□
柔

道
コ

ー
ス

日

時
　

二

月
卜

二
日

一

三

月
こ

い

六
日

の
一一一一
週

金

曜
日

、
午

後

瓦

時

上
(

時

内
容
　

柔

道
の

基

礎
技

術

対
象
　

コ

ロ

ン

ー
コ

ロ
ン

コ

ー
ス

終
了

の

小

学
生

お

よ

び

、
受

け

身
の
で
き
る
小
学
生

定
員
　
丘
十
名

費
用
　
乂
‥
回
一
日
円

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
　
二
月
丘
日

日
(
金
)
午
後
i
d時
か
ら

※
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
保
護
者

の
方
が
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

□
サ
ッ
カ
ー
教
室

日
時
　

月
ニ
ト
九
日
I
こ
月
こ
卜

六
日
の
毎
週
金
曜
日
、
午
後
四
時

三
卜
分
～
六
時

内
容
　

サ
″
カ
ー
の
基
礎
技
術

対
象
　
小
学
三
7
T

六
年
生

定
員
　

五
十
名

費
用
　
X
‥
回
酉
円

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
　
一
月
ニ
ト

二
日
(
金
)
午
後
四
時
三
十
分
か

ら
□
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室
(
小
学
生
)

日
時
　
二
月
四
日
と
一
月
二
い
E
日

の
毎
週
木
曜
日
、
午
映
丘
時
一
六

時
(
た
だ
し
、二
月
十
一
凵
は
除

き
ま
す
)

内
容
　
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
中
心
と
し

た
軽
運
動

対
象
　
小
学
生

定
員
　
丘
卜
名

費
用
　
阿
回
百
円

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
　

一
月
ニ
ト

ハ
日
(
木
)
午
匯
丘
時
か
ら

※
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
保
護
占

の
方
か
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

□
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室
(
一
般
)

日
時
　
二
月
丘
日
～
三
月
ニ
ト
六
日

の
皈
週
金
曜
日

、
午
前
卜
時
～
卜

一
時
三
卜
分

内
容
　
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
徭
哽
技
術

対
象
　
一
般
区
民

定
員
　
丘
卜
名

費
用
　
χ
‥回
二
a
円

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
　
J

月
ニ
ト

九
日
(
金
)
午
前
卜
時
か
ら

◎
健
康
チ
ェ
ッ
ク

日
時
　
マ
毎
週
水
曜
日
…
午
前
九

時
三
抃
分
I
午
後
七
時
　
▽
毎

週
日
曜
日
…
午
前
九
時
三
卜
分
～

午
唆
三
時

内
容
　
脈
拍
、血
馬

呎

肺
活
一

等
の
測
定
と
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

対
象
　
一
般
区
民
お
よ
び
、教
室
、

コ
ー
ス
参
加
占

費
用
　
無
料

※
各
教
室
、
コ
ー
ス
に
参
加
す
る

方
は
健
康
チ
エ
″
ク
お
よ
び
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
必
ず
受
け
て

く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
　
い
ず
れ
も
、一
月
五

日
(
火
)
午
前
九
時
か
ら
直
接
、

ま
た
は
電
話
で
受
付
け
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先
　
い
ず
れ
も
、

総
(
‥ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
(
　

八
丘
九
-
八
。一
二
)

放
送
が
午
後
五
時
に

な
り
ま
す

区
で
は
'
f
t
少
年
の
非
行
お
よ
び

字
故
を
防
止
す
る
た
め
、
防
災
川
の

ス
ピ
ー
カ
ー
を
利
用
し
て
、
子
ど
も

に
帰
宅
時
間
を
知
ら
せ
る
放
送
を
午

匯
四
時
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日

没
時
間
等
の
関
係
で

。月
一
日
か
ら

こ
の
放
送
を
午
後
丘
時
に
ほ
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
放
送
の
あ
と
、
屋
外
等
で
遊

ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
を
見
か
け
ま

し
た
ら
、
帰
宅
す
る
よ
う
一
声
か
け

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

区
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
迷
惑
か

と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
趣
旨
を
ご
理

解
の
う
え
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す

。新
入
学
児
童
・

生
徒
の
就
学
通
知

昭
和
1
1
:卜
七
年
四
月
に
小
学
校
へ

入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
の
就
学
通
知

蠢
は
、
一
月
ト
ー
日
に
傑
護
者
あ
て

発
送
し
ま
す

。

本
年
小
学
校
に
人
学
さ
れ
る
お
子

さ
ん
は
、
昭
和
丘
ヤ
唏
四
月
二
日
か

ら
昭
和
E
ト

ー午
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
す
。
な
お
、
中
学
校

に
新
人
学
さ
れ
る
方
の
就
学
通
知
轟

は
、
。月
ド
旬
に
在
学
小
学
校
を
通

じ
て
お
送
り
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
学
嘔
係

区
民
ス
キ
ー
教
室

<
第
一
次
>

期
間
　
一
月
ニ
ト
二
日
(
夜
)
一
二
十

丘
日
(
現
地
二
泊
)

場
所
　
長
野
県
斑
尾
高
原
ス
キ
ー
塲

費
用
　
二
万
こ
F
五
百
円

<
第
二
次
>

期
間
　
二
月
こ
卜
日
(
夜
)
～
二
十

三
日
(
現
地
二
泊
)

場
所
　
山
形
県
蔵
E
温
泉
ス
キ
ー
塲

費
用
　
二
万
三
F
七
自
円

く
わ
し
く
は
、
冰
呀
顯
へ
。

区
民
体
育
大
会

ス
キ
ー
競
技
会

日
時
　
二
月
七
日
(
日
)
午
前
九
時

場
所
　
新
潟
県
浅
貝
ス
キ
ー
塲

参
加
資
格
　
区
内
在
住
、在
助
、在

学
の
方
・
お
よ
び
、区
内
ス
キ
ー

団
体
に
所
属
す
る
方

参
加
費
　
二
や
円

※
た
だ
し
、
交
通
、
宿
泊
費
に
つ
い

て
は
、
自
己
負
担
で
す
。

主
催
　
足
立
区
、
区
教
育
委
目
会
、

区
体
育
S
会

申
込
方
法
　
直
接
、
ま
た
は
電
話

申
込
期
限
　
一
月
三
卜
日

申
込
、
問
合
せ
先
　
バ
ム
ス
ポ
ー
ツ

♀

住
三
-
匕
丘
　

八
ハ
ニ
ー
'七

九
〇
〇
)

イ
ヌ
の

は
な
し

い
ろ

は

ガ
ル

タ

の
一

枚

目
は

、

ご
存

じ
「

犬
も

歩

け

ば
碌

に
あ

た

る

ご

こ
れ
は
「
物
申
を
な
そ
う
と
す

る
占
は
、
そ
れ
だ
け
災
難
に
遭
う

こ
と
も
多
い
」
と
い
う
意
味
と
も

「
や
っ
て
る
う
ち
に
は
、…
｀
い
が

け
な
い
幸
運
に
会
う
こ
と
も
あ

る
」
と
い
う
意
味
だ
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
ｔ
。

今
年
は
、
戌
年
。

ど
ち
ら
の
解
釈
を

と
る
に
し
て
も
、

慎
一
な
心
配
り
の

も
と
に
禎
4
的
な

男
力
を
惜
し
ま
ず
、

開
運
間
違
い
な
し
I

と
い
き
た
い

も
の
で
す
。

犬
と
い
え
ば
、
知
恵
・
勇
気
・

誠
実
の
代
名
詞
の
よ
う
な
動
物
。

「
桃
太
郎
」
や
「
花
咲
爺
」
に
登

場
す
る
の
も
、
そ
う
い
う
犬
た
ち

で
す
。
ま
た
、
遠
く
「
日
本
一
紀

に
は
。
白
犬
が
倒
れ
た
E
人
を
守

っ
て
餓
死
す
る
ま
で
そ
ぱ
を
離
れ

ず
、
そ
の
心
を
哀
れ
ん
だ
天
皇
の

命
で
、
E
人
と
倥
べ
て
羞
に
葬
ら

れ
た
と
い
う
、
忠
犬
(
チ
公
の
先

咀
み
た
い
な
話
か
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
ん
な
は
る
か
な
膀
か
ら
、
犬
は

人
間
の
大
切
な
。
協
力
者
”
だ
っ
た

わ
け
で
す
。
い
ま
も
狩
猟
犬
、
t
ｔ

犬
を
は
じ
め
、
新
し
い
と
こ
ろ
で
は

盲
導
犬
、
警
察
犬
、
救
助
犬
な
ど
と

し
て
優
れ
た
能
力
を
発
揮
し
て
い
ま

す
。し

か
し
、
今
日
で
は
、
犬
の
主
な

役
目
は
愛
玩
用
。
。
ぺ
″
卜
。兀
禄
'

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
で
、
犬
専
用
の
卩

薬
や
ビ
タ
ミ
ン
剤
、
シ
ャ
ン
プ
ー
ま

で
店
頭
に
並
ん
で
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
妊
産
婦
の
帯
祝
い
に

「
戌
の
日
」
が
選
ぱ
れ
る
よ
う
に
、

犬
は
安
气

多
産
の
象
徴
に
な
っ
て

い
ま
す
。
で
は
。

イ
ヌ
年
生
ま
れ
の

人
は
ど
の
く
ら
い

い
る
か
と
い
い
ま

す
と
、
意
外
に
少

な
く
全
国
で
ざ
っ

と
八
百
匕
十
四
万

人
(
総
理
府
統
計

局
調
べ
)。
日
本
の

総
人
口
を
卜
二
支
別
に
分
け
て
み
ま

す
と
、
卜
J
番
目
に
な
り
ま
す
。
ち

な
み
に
、
最
も
多
い
の
が
サ
ル
年
生

ま
れ
の
人
で
、
約
千
三
十
六
万
人
、

い
ち
ぱ
ん
少
な
い
の
が
ト
リ
嶇
の
約

八
百
三
卜
六
万
人
で
す
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
卜
こ
支
も
一
種

の

。生
活
美
学
'
と
み
れ
ぱ
、
な
か

な
か
趣
深
い
も
の
で
す
。
犬
の
特
徴

に
あ
や
か
っ
て
、
こ
と
し
も
す
ば
ら

し
い
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

保

健

所

だ

よ

り

□
高
血
圧
予
防
講
習
会

日
時
　
一
月
一
不
日
(
水
)
午
陵

一
時
三
卜
分一

三
時
三
十
分

場
所
　
足
立
保
健
所

内
容
　
▽
血
圧
と
食
嚊
の
関
係
　

▽
食
べ
物
と
塩
分
に
つ
い
て
　

▽
あ
な
た
の
家
の
味
つ
け
は
　

マ
調
理
実
演
と
試
食

定
員
　
四
十
名
(
先
一
順
)

費
用
　
無
料

持
参
す
る
物
　
筆
記
用
具
、
試
食

用
の
小
皿
と
は
し
、
み
そ
汁
・

煮
物
・
そ
の
他
塩
分
一
を
知
り

た
い
も
の
の
食
品
や
料
理
し
た

も
の
を
少
眦

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所

栄
養
指
導
担
当
　
　
八
五
瓦
卜

四
一
丘
一

□
保
健
栄
養
教
室
(
四
十
歳
コ
ー

ス
)対

象
者
に
は
、
個
人
宛
に
保
健

所
よ
り
通
知
し
ま
す
が
。
対
象
者

以
外
で
受
講
希
望
の
方
は
、
お
問

い
き
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
程
・
内
容
　
V
一
月
十
三
日
…

栄
養
と
食
生
活
の
お
話
し
　
▼

一
月
二
十
日
…
調
理
実
演
と
試

食
　
▼
一
月
二
十
七
日
…
疲
れ

を
と
る
体
操

※
時
川
は
い
ず
れ
も
、午
映
一
時

三
十
分
と
二
時
三
十
分
で
す
。

費
用
　
テ
キ
ス
ト
無
料
(
た
だ
し

希
望
者
に
は
、
貧
血
倹
査
を
二

酊
四
十
円
で
行
い
ま
す
)

問
合
せ
先
　
キ

住
保
健
所

　
八

八
八
一
四
二
七
七

特
別
区
保
健
婦
募
集

募
集
人
員
　
約
二
十
名

第
一
次
試
験
　
一
月
二
十
九
日

勤
務
先
　
保
健
所
、
保
健
相
談
所

応
募
資
格
　
学
歴
を
問
わ
ず
、
昭

和
十
二
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

三
卜
丘
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
保
健
婦
の
免
許

を
有
す
る
方
(
取
蓐
見
込
可
)

申
込
先
・
期
間
　
▼
郁
内
χ一
区
役

所
人
事
係
:
二

月
卜
八
日
一
二

卜
日
(
持
参
y
込
)
ｙ
特
別

区
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
‘
:

二

月
十
七
日
ま
で
(
郵
送
申

込
)
、
一
月
十
八
日
～
二
十
八

日
(
持
参
申
込
)

※
申
込
み
は
、
右
記
の
堝
所
に
あ

り
ま
す
。

問
合
せ
先
　
特
別
区
人
事
委
員
会

事
務
局
任
用
課
　
　
二
六
五
卜

○
六
七
一

掲
示
板

事
業
経
営
者
の
方
へ

お
忘
れ
な
く

償
却
資
産
の
申
告

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
は
、

土
地
、家
屋
の
ほ
か
僕
却
資
産
(
機

械
装
置
。運
搬
具
、器
具
、
備
品
な

ど
の
事
業
用
賢
産
)
か
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
Iの
嘔
粟
用
資
産
を
お
持

ち
の
か
た
は
、
一
月
一
日
現
在
の

所
有
状
況
を
都
税
事
務
所
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
は
、
二
月
一
日
(
月
)

ま
で
で
す
が
、
な
る
べ
く
一
月
十

六
日
(
土
)
頃
ま
で
に
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ
先
　
足
立
都
税
事
務
所

八
八
二
上

二

二

第
七
回
区
民

耐
寒
ラ
ジ
オ
体
操

日
時
　
一
月
卜
七
日
(
日
)
午
前

八
時
か
ら

場
所
　
中
曽
根
神
社
(
本
木
ニ
ー

五
―
八
)

※
参
加
希
望
の
方
は
、
当
日
午
前

七
時
四
十
分
ま
で
に
。
直
接
会
場

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
足
立
区
ラ
ジ
オ
体
操

会
連
盟
(
大
原
方
　
　
八
八
七
1
0

三
二
九
)

お
礼
育
英
資
金
貸
付
事
業

の
た
め
に
と
、
次
の
方

か
ら
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
東
京
足
立
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ーフ
プ

会
艮
相
一
莊
太
郎
さ
ん
(
墨
田

区
江
東
僑
四
-
二
四
一
八
)


